〈Special Contribution〉With the retirement of Sports and Physical Education Center by 小俣 幸嗣 & KOMATA Koji
























































































者数はそれぞれ 34%. 25%. 29%であった。
まだ新しいスポーツとみられていたのだろう
か。ちなみに 3学期制が終了する最後の 3年間



















































































































































































































赴いた。 他にもロシアは 10日間，インドで 3
週間など，高レベルの受講者を相手にした。口
先では上手く伝わらず，技は全てやって見せな
ければ納得しないので，体力的には厳しかった。
一人で相手しているため怪我や体調の不良は許
されず，一部始終何台ものビデオで撮影されて
いることも多く，緊張が続いた。
指導では一つの技の精度を高めることを求め
るEI本人に対し一つの技でも豊富なバリエー
ションを知りたがる外国人コーチの要求が理解
できるようになった。その結果.相手の要求に
合わせて技の体系化も提供できるようになっ
た。さらに，外国人は質問も活発で， IなぜJ
を納得するまで繰り返すので，答えに窮するこ
とも多かったが，逆に漠然とした認識を自ら明
石mにすることにもなり成長できた。
4) 形
国際柔道連盟 (UF)で「形」の世界大会が
始まるというので発足した全柔連形特別委員会
に， 58歳のとき加わった。同時にアジア連盟
の形委員長にも就任して審査員試験，アジア選
手権大会の運営など土台作りに着手した。 UF
の形委員としてもルールの整備，世界選手権大
会の運営などに関わった。競技化によって，私
自身も欧州で形の実技指導をする機会が増え，
新たな勉強も必要になっているが，老体ながら
楽しんでやらせてもらっている。
5 審判活動
審判員活動はJI長大に赴任した 20代から始ま
るO 既に国際規定もあったが，国内規定との相
違点はわず、かなH寺代だ、った。しかし「効果」の
導入や異見の表示など国内外の~離がはじまる
と大先生達は去って行ったO おかげで若手が
登用されて.首都圏在住というだけで声がかか
り経験を積む機会も増えた。
審判員としてマニュアル的なものが必要だと
の思いから，当時審判委員会委員長の竹内善徳
先生に監修をお願いしf柔道のルールと審判法j
を作った。しかし審判j去を著したからといっ
て自分の審判が上手くなるわけでもなく，厳し
い限を覚悟しての活動が続いた。結局，オリン
ピック以外のほとんどの大会は経験した。ま
た，後半は審判員を監査するジュリーも務めた
が，自分の修行にもなったし加角度から柔道
を広く眺めたことで自分の理Wi:も深まったと感
じている。
ルールは刻々と進化するもので競技内容を支
配する。温故知新を考えるとき， 日本の誰かが
しっかりした記録を残しておくべきであると考
えている。
終わりに
こうして振り返ってみると，いろいろな分野
の仕事を与えられながら，結局，何も成し得な
かったことが明白で佳d陀たるものがあります。
しかし「人間の真価はその人が死んだとき，
イ可をなしたかではなく，イ可を成そうとしたかで
きまるJということばを支えに，残りのfl寺1J]も
柔道の修行に!万jもうとの思いを新たにしていま
す。
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